
 

 

 

業務の実施状況の内訳 

 業務の全体的な実施状況は、９７項目の年度計画の項目のうち、年度計画を上回って

実施している（Ａ評価）が４項目（４．１％）、年度計画どおりに実施している（Ｂ評

価）が９１項目（９３．８％）、年度計画をやや遅れて実施している（Ｃ評価）が２項

目（２．１％）という結果であった。 

 Ａ評価及びＢ評価が全体の９７％を超えており、年度計画を十分に実施していると認

められる。 

≪評価概要≫ 

教育研究等の質の向上に関する事項 

項目数 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

55 1 52 2 0 

業務運営の改善及び効率化に関する事項 10 1 9 0 0 

財務内容の改善に関する事項 5 1 4 0 0 

自己点検・評価及び情報公開に関する事項 4 0 4 0 0 

その他業務運営に関する事項 23 1 22 0 0 

合 計 97 4 91 2 0 

 

評価指標に係る平成２９年度の主な状況 

指  標 法人化前 達成目標 H29 実績 

学部の入学定員充足率 100.0% 100％以上 109.7% 

学部の学生の標準修業年限内卒業率 73.3% 80％以上 81.9% 

学部の学生の就職率 91.9% 95％以上 98.9% 

博士学位取得者数 1.7 人 3.0 人以上 2 人 

連携による公開講座の参加者数 535 人 550 人以上 278 人 

外部資金の金額 39,254 千円 78,000 千円以上 84,761 千円 

博士前期課程の入学定員充足率 78.1% 100％以上 112.5% 

博士後期課程の入学定員充足率 25.0% 100％以上 75.0% 

 

 

Ａ評価及びＢ評価の数 

97%(95 項目) 

≪評価基準の定義≫ 

評価Ａ：年度計画を上回って実施している 

評価Ｂ：年度計画を計画どおりに実施している。 

評価Ｃ：年度計画をやや遅れて実施している。 

評価Ｄ：年度計画を実施していない。 

 

特筆すべき成果 

平成２９年度は、公立大学法人としての５年度目の事業年度であり、中期目標の達

成に向け、教育、研究及び地域貢献に関する取組みを進め、業務運営の改善及び効率化

についても、法人全体で推進している。 

 

教員人事評価の結果の処遇への反映 (No.55) 

    ・平成３０年度の教員人事評価の結果から反映予定 

グループウェアのクラウド化及び運用方針の策定 (No.58) 

    ・利用環境の充実、共有情報の拡充及び活用促進 

電気供給会社の見直しによる電気料金の低廉化 (No.70) 

    ・電力調達に関する入札を実施し、基本料金を約７割削減 

研究業績管理システムの導入 (No.73) 

    ・研究業績の一元管理化及び外部公表 

学生会館への学生交流スペースの整備 (No.88)  

    ・学生からの意見を反映した什器の入れ替え及び工事の実施 

 

Ｃ評価（年度計画をやや遅れて実施している）の項目 

 

分野横断型工学研究シンポジウムでの特別講演会の導入 (No.26) 

６年間教育プログラムの検討 (No.29) 
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